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婦人問題と放送利用
一北九州テレビセミナーの実践的一考察一

佳子(北九州市婦人対策室）
正信(北九州市立白銀公民館）
和子(北九州ﾃﾚﾋセミナー）
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１ は じ め に

現代社会において，婦人問題は社会的課題であり，婦人の地位の向上や福祉の増進
のための行動は世界的規模でくり広げられている。
女性は今，かつてない変動期を迎えていると言えよう。
その背景の第一は急激な社会状況の変化である。産業構造の変化に伴い就業内容は
変り拡大された。家庭内も電化がすすゑ家事は省力化され，小家族化と相まって主婦
の自由時間は増大した。
第二は婦人のライフサイクルの変化である。日本は，世界のトップクラスの長寿国
であり，平均寿命を伸長させた。子供の数の減少と共に女性の子育て後の人生は40年
以上となった。つまり，［第三期」をどう充実させて生きるかを考える必要が生じた
と言うことである。
（注，婦人の「第一期」……成長教育期，「第二期」……結婚，出産，育児期）
この様な状況の中で，婦人の高学歴化もあり，婦人の職場進出は目覚しく，特に働
く既婚婦人の増加は著しい。
更に，1975年の国際婦人年，続く「国連婦人の10年」の提唱を契機に，社会的関心
や対応も高まり教育の充実・行政施策の浸透も活発となった。このことは大きい。
国際婦人年は，婦人に一つの方向を示した。婦人問題の解決を目指した世界行動計

画が採択され，1980年の後半期プログラムでは低更に家庭・職場・地域社会などのあ
らゆる分野への男女の共同参加が,界女平等の達成には必要であり，それが社会の発
展につながるという方向が強調されている。また現時点での男女平等の法規の集大成
と言われる「婦人差別撤廃条約」が採択され，更にその方向は明確にされた。
我が国でも1977年には国内行動計画を策定し，1980年の「国連婦人の10年中間年世



脚６会員寄稿

図１我が国女性のライフサイクルのモデル 界会議」で「婦人差別撤廃条
明治38年生まれ昭和２年生まれ昭和31年生まれ 約」の署名を行い，現在1985
(1905年)(1927年)(1956年） 年の批准に向けて国内法の整0歳 出生 備を急いでいるところであ

るｏ
この様な国内的，国際的背

景を基に生じた動向は，行政
の婦人問題への取組承をうな学校卒業
がし，性別役割分業の変革と

結婚 いう世界共通課題と共に意識
長子出産
末子出産の変革という課題を提起し

たｏ
末子就学 しかし，長い歴史の中で培

われた慣習や意識は日常生活
の隅々まで根強く浸透し，定

末稿校榛着しており，建前だけの男女
粁大学卒業同権や平等はあるが，実質的
末子結婚 には未だ問題が山積している

と言うのが現実である。
解決の主体はあくまで女性
自身である。女性自身の積極
的な取組承が不可欠である。夫死亡
そして自分自身の生き方を模

本人死亡 索し変えて行くこと，日常生
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活を婦人問題解決の視点で見資料出所:労働省「第35回婦人週間広報資料」

参考資料:厚生省｢人口動態統計｣｢簡易生命表｣｢出産力調査」直し変更していく努力が大切
文部省「学校基本調査」

（注）このモデルの出生年は,昭和３年,25年,56年の平均初婚であろう。同時に広い視野に
年齢から逆算して設定した。各ライフ･ステージは婚姻時立った論理的な思考や判断の
における平均値を基に作成したものである。 出来る能力を学習を通し修得

しなければならないだろう。婦人自身が性による差別意識や固定観念，慣習や古くか
ら伝えられた性別役割分業意識を持っているということは，問題解決上マイナスとい
うのゑでなく新たに婦人問題を生じさせる根源となる。婦人自身の理解と認識の必要
性を痛感し，ここに学習や教育が重要になり，その果す役割が大きいと思われる。
北九州市内の婦人学級や自主的学習活動の場として提供されているのは，生涯教育
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図２伝統的役割分担意識賛否状況の第一線の公民館である。今
回，北九州市立白銀公民館に
おいて実施した放送利用によ
る婦人問題へのアプローチに
ついて考察してゑたい。
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｢北九州市における婦人の実態調査｣昭和59年3月

２北九州テレビセミナー誕生の経過

北九州市では，公民館を会場に各種の婦人学級が開設されている。市の委託婦人学
級，婦人団体の学習会としての婦人学級，公費による婦人学級更には有志が参集した
自主的な自主婦人学級等である。どの学級も目標に婦人問題の解決，婦人の地位の向
上を掲げている。これは前に述べたように，社会状況の変化，婦人自身のライフサイ
クルの変化と相まって国際的，国内的婦人問題の動向即ち，国際婦人年を契機として
「国連婦人の10年」「婦人差別撤廃条約」の署名や批准，世界行動計画，それを受け
て国内行動計画の策定という一連の婦人の地位向上への動きがあることが底流にあ
り，婦人の問題が国際的視野でとらえられている現実があるからである。
今こそ，個為の婦人が，これを自分のこととして考え，自らの向上と共に社会の変

化に目を向け，男性と女性のあり方を模索する時であろう。北九州市の多くの婦人学
級もその視点から多面的に問題を提起しながら学習を行っている。この放送利用によ
るセミナーの母体はこれらの婦人学級であった。
セミナー誕生のきっかけは二年前（誕生当時の）の福岡県久留米市の婦人学級生約

40名との交流会に始まる。バス-台で来北し小倉南市民センターで，小倉南区を中心
とした北九州の婦人学級生と交流を持った。北九州の婦人達は，久留米市の学級が連
携していること丁度“あじさい”の花のように一つひとつの学級が集まり更に大輪の
花となっていることに刺激を受けた。その後，北九州の婦人学級に学ぶ者の提案によ
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り，声をかけ合い自主的に市内に点在する15の学級が一堂に会し「北九州市婦人学級
自主交流会」を開催した。情報交換と四つの分散会で放送利用による学習会を行い，
意気に燃えた百数十名の参加者は「今後も交流と親睦の輪を続けよう」と話し合っ
た。運営委員会は次年度の企画委員会へと移行した。
各学級の学習，行政の主催する会とも一味違った角度から婦人問題を取り上げなが
ら学習を深めて行くことが期待された。
北九州市社会教育放送利用研究グループの協力,NHK北九州放送局の支援を得
て，年二回の特別講座（講演会）の開催予定が決定し女の生き方を放送利用で学習す
る方針が定まった。放送番組は１月からスタートする大河ドラマ“おんな太閤記”が
候補に上った。
実施にあたって検討された内容は次の事項である。
①毎週放映される内容を月１回の学習にどう盛り込むか。
②VTRで40分位にまとめて視聴するにはどうするか。
③広域（北九州全市７区）から参加するメンバーに満足感を与えうるか。
④婦人問題の視点を把握し，毎週テレビを家庭視聴出来る講師が頼めるか。
⑤話し合い学習を効果的になし得るか。
⑥助言者，講師,TV視聴，話し合いの組承合わせ方をどうするか。
⑦日本の歴史（史実）とテレピドラーマとしての鯏おんな太閤記”との関係の把握
等であった。
年の瀬もせまった師走の19日，会員募集のお知らせを市内22の婦人学級に発送し
たｏ

３北九社放研との連携

北九州テレピセミナーの発端に関係の深い北九州市社会教育放送利用研究グルー"プ
（北九社放研）について，その一端を述べておきたい。
社会教育における視聴覚メディアをどのように利用し，又，活用していくかという

問題は今日のような情報化時代にとって必要且つ，その果たす役割は大きいものがあ
るｏ
社会教育の場において，視聴覚機材は学習活動において，以前から利用されている
ものの，時間待ちに又は，映画でも見せておこうかと，活動写真的利用が多く教材と
して利用しても，映画は映画の見せっぱなし，講師は自分の話しのしゃべりぱなし
で，何のために映画を象せたのか首をかしげる状況さえ見受けられる。
その中で，放送利用は新しい分野ではあるが，放送の持つ速報性と最新性は臨場感
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を与え，教育的特性を有効に生かすことによって新しい学習形態が考えられる。
特に，他の視聴覚メディアに比べ日常生活に密着した親近性を持つ学習メディアで
あり，個人学習と集合学習の組合せは，社会教育における新たな学習活動として注目
される。
現在，家庭から取除くことは不可能に近い生活必需品化したテレビを公害論や回避

論として受止めるのではなく，テレビの持っている情報，教育的特性と長所を生涯学
習の活動にどう生かしていくか。
住民の多種多様な学習要求の中に放送をどう取入れ，また，どのような効果的な活

用方法があるか。
社会教育における放送利用学習の推進,普及とその活用の研究を目的に,公民館職員

の有志５名が自発的，自主的に参集し,昭和53年４月に発足した研究グループである。
メンバーの構成は，公民館職員，社会教育指導員，一般行政職員，消費生活コンサ

ルタント,NHK,RKB放送局員，学級リーダー等，実践活動家を主体としたメン
バーである。
会の発足以来，会員も20数名と増加し福岡県内・外まで研究グループの事例発表や

講師，助言者として放送利用の普及活動に協力出来るようになった。このような研究
グループは少なく注目されている。
このたびの，北九州テレビセミナーとの連携も，セミナーのリーダー数人が北九社

放研のメンバーであった関係もあり，北九社放研の事務局が白銀公民館で，会場とし
ても北九州市の中央部に位置していたことが北九州テレピセミナーの発端の場となっ
た。
特に，北九社放研のメンバーの一人であるNHK北九州放送局員の情報提供と内．

外からの積極的な協力と援助が得られ，学習プログラムの企画にも豊富な内容が盛込
まれた。
北九州テレピセミナーの発足に対して，北九社放研としては，全面的な協力を約束
し，北九社放研の目的でもある社会教育における放送利用学習の推進普及と共に，婦
人問題の効果的な学習活動に取組んだ。

４北九州テレピセミナーの概要（実践報告）

(̅ ）一年次のとりくゑ（昭和56年度）

( 1 ) ね ら い
"おんな太閣記”は，日本史上見逃しに出来ない近世封建制導入時期を背景に太閣
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の位を極めた秀吉とその正妻'､ねね”を中心にしたドラマであり，これを素材に女性
の生き方を考えようとするものである。碗公”職私”の関係，男と女の価値観の相違，
家族のかかわり，問題として提起される分野には事欠かない。
放送利用の特徴は「たのしく，やさしく，効果的」である。とりつき難い問題も身
近かに本音の部分で考え合えるのではないだろうか。《､ねね”の生き様は一人の人間
の成長を，いかんなく映し出してくれるだろうし，夫婦とは，嫁姑の関係は，兄弟姉
妹，縁者との交際，子と親とのかかわり合いなど，現代に生きる女性の生き方と比べ
て考えたい。肯定する部分，否定する部分，参考にする点も多々あると思われたから
である。
（２）開設の状況

イ募集，応募の状況
・市内22の婦人学級生，前回交流会参加

ロ学級生対象
・応募者125名（年齢別……20代(2)，３０代（22)，４０代（50)，５０代（25)，６０歳
以上（９），他(6)）

ﾊ開設の日時･期間
・昭和56年１月～12月毎月第３月曜日１０時～12時30分

二開設の場所
・北九州市小倉北区白銀公民館講堂
・受講料は１人月額200円,1～２回払い

ホ 講 師
・常任講師近田吉夫先生（元高校教諭）

（３）学習内容
イ定例学習会（プログラム別紙参照）
ロ講演会（特別講座）
一回目６月30日八幡市民会館

Ｆ可「現代の親子関係｣評論家俵萠子氏
「地域社会にひらかれる学校教育」東大教授松原治郎氏

二回目１０月１日小倉市民会館

E3「ﾄﾗﾏの中の女たち｣対談
作家橋田寿賀子氏,NHK半谷アナウンサー，運営委員長三隅佳子

'、現地探訪（フィールド・ワーク）
・耐ねねのふる里を訪ねて”
・昭和56年８月21日～23日，大阪・京都・名古屋
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・参加者３９名
（４）学習方法

/rVTR視聴・話し合い（グループ別）
表１参照

ロ質疑・講義
表２参照
※イ，ロのすすめ方を交互に行い，学習者の象の話し合いで解決のつかない問題に
ついては次回初めに講師に質問する。講師は質問を踏まえて講義を行うことにし
ている。

表 １ 表 ２

’ ’１０:OC、：００１．開今

（ ５ ） 運 営
相談役・北九社放研事務局長中島正信

･ N H K 北 九 州 放 送 局 百 武 義 弘
・運営委員会
※委員会（運営）は原則として月１回次回学習会準備VTR視聴，学習内容方法

開会，ゑんなでうたおう
オリエンティション

１０：１５ 前回，疑問事項，質問事項につ
いて 先生からの説明

１０：４５ 講義「日本正史に基づいて」
１回目３／１６信長の家来とし

ての秀吉
2回目５／１８秀吉が地位を築

くまで
3回目７/２0天下統一から死

亡まで
4回目８／１７北政所の生涯

１１：４５ グループ話し合い
･講義の中でさらにたずねたい
ことを集約する。

１２:00 質問，応答･班から
, それぞれに

(時間があれば個人質問も）

１２：２５ 先生のまとめ
次回のおしらせ
運営委員会，各委員会からの連
絡，会員からの質問

１０：１５ ･事前説明（場面設定理由）

１０：２０ ･テレビ視聴（約40分）
（前月４回から分断視聴）
今回までの物語りのあら筋説
明

１１：００ ・グループによる話し合い
(８班編成１班10～15名）･成会・記録は順番で行なう

１１:３0 ･発表・各グループごとに
(１グループ約３分間）

１１：５５ ･全体での話し合い
１グループ発表に対する質
問
２ 意 見
３疑問点･整理をする（近田先生に質問
事項を連絡する｡)

１２：２５

１２：３５

･次回おしらせ
･運営委員会からのお知らせ
連絡事項の確認
委員会からの連絡･閉会
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の検討・討議の柱を考え
る。

・委員会は必要に応じて開催す
るｏ
・広報は時として運営委員会が
あたる。
・現地探訪は別途委員会をも
ｖつ。

（６）反省と問題点
１年間の学習を終え，ふり返り

気づいた点をあげて見ると，

全体の掌握，会の貢仕老

秀員畏補佐、准行

会場，案内状，出欠
資料交渉，その他

会報WHTA発行
（隔月）
待別号（講演会２巨
地探訪号）
女書（会終了時）

労 ｜ ｂ 毛

膣 便 １ ０ 弓 も

F ' | - "評
９１．今の出紳

①テレビ利用学習の効果的方法を運営委員が良く研修すること。
②マンネリ化の防止
③家庭視聴の定着と視聴メモ
④広域のメンバーをどうつなぐか（興味を持って参加するためには）
⑤会場は一か所でよいか
⑥資料・副教材・講師との関係
⑦親睦,会員同志の親密性をどう満すか
⑧評価をどうするか
！などである。いつでも，だれでも，どこでも使用出来るテレビを活用するという方
法は大変良かったと思う。一年間という長い間毎週轍ねね”とつき合いながら現代の
婦人問題へと思いをはせることが出来たことは大変によかったと思う。あと残すは実
践である。
北九州の婦人の学習グループの連携と仲間と支え合いながら婦人の意識の高揚を目
指したセミナーである。私たちの環境となっているテレビで恰好の素材を見出したこ
'と，素晴しい協力的な講師をお願↓､出来たことが幸せであった。
’､tねね”を素材にした学習は終ったが，婦人問題の解決へ向けての学習は未だ続け
ねばならない。次年度のとり組永を考えたい。

学習プログラム -

荊 講 式
今後の学習にて
１年間のオリユ
運営委員選出
初回テレビ視則

生 放 价 ；
散 育 季



婦人問題と放送利用”３

’ １・会の運営について
・テレビ視聴学習

２．１６．グループで,内容,事象を中
心に，この時代の女の生き方
について考える。

･ 公 民 館 関 係 者V T R
話し合い
発 表

２

’
義元門司高校教諭
疑 近 田 吉 夫､驚麓灌鰯） 講

質
●■■■■■■■Ⅱ■■■■■■ⅡⅡⅡ■■■■且■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■且■■■■■■■■■■■■■■。

４４．２０
・ 公 民 館 関 係 者
・ 運 営 委 員

元門司高校教諭
近 田 吉 夫

･テレビ視聴学習
･登場人物について，そのおか
れた立場を考える
｡日本正史に基づいて(その２）
。「秀吉が全国的に不安定な状
況の中で自分の位置を築くま
で」

V T R
話し合い
発 表

-

講
質

義
疑

５１５．１８

'|."|悪霊学:後を中心ゞ 悪:|(ゞ ≦ゞ：）
評 論 家 俵 萠 子

襄京妻松原治郎
元門司高校教諭

近 田 吉 夫

NH K文化講演会・現代の親子関係
・地域社会にひらかれる学校
教育

・日本正史に基づいて(その３）
「天下統一から秀吉死亡ま
で」

講 演７ ６．３０

|,〃８ 講 義

ご彌蕊'｡Ⅲ９
特別企
画
８月2１．
２２．２３

1０

’1１ ・二泊研修報告
９．２１ ・テレビ視聴学習

･ 公 民 館 関 係 者
･ 運 営 委 員

V T R
話し合い
発 表

’。特別例会･おんな太閣記について

･テレビ視聴学習
･講演会の感想

作 家
講 演1０．１1２

橋 田 寿 賀 子

… V T R
話し合い
発 表

( 運 営 委 員 ）

|皿Ⅲ1４ |ゞ ’ゞ家庭教育講演会参加 聖心女子大教授．
岡 宏 子



妬４会員寄稿

’社会教育委員
富 安 兆 子

曵育委員会社放研事務后
荊 級 式

反省と評価

ロー年次のとりく承（昭和57年度）

（１）テーマとねらい

前年度は，大河ドラマ「女太閣記」に描かれたねねと秀吉の生きざまを通して（特
に女性としての生き方）時間の位相の中で学ぶことが出来た。また，ドラマを視聴し
て話し合うという学習形態は，それまで漫然と視ていたテレビの視かたを変え，話題
を拡げ共通の意識を育てその課題を深めることに役割を果したと思う。
学習グループの連携と，仲間と支え合いながら婦人の意識の高揚を目指し，更に学
習を続けていくために運営にかかわる人びとの課題は何か，これが二年次へ向けての
宿題となった。
まず第一に，前年度の学習の〃あゆみ〃をまとめることで今までの学習を復習し自

分を見直す素材としていくこと。
第二に，テレビ利用学習を効果的なものとするために，運営にあたるものは基本的
な研修をすることが必要ではないか，との結論が話し合いの中で出された。
当初は明確なプログラムが組まれた訳ではなかったが，今，振り返って承ると，こ
の二つの作業と研修を通して運営委員の一人ひとりが自分の視点を確立し，次の学習
を確かなものへと拡げつなげる結果をもたらしたと言える。
（２）プログラムと学習方法

可 Ｉ Ｈ 日

又果の1′

強級継髄

・文集発行について

｛鰭総体化
（講師・学級生

Ｔ雨三]̅羅票，|｢あゆ利編集会急
５１「あゆゑ,編集会議

剣係毫



婦人問題と放送利用妬５

’ |作業’'７１

口
ゆゑＩ宗成．配布・楽表６．２

〃

〃

〃

(3)反省と課題
運営委員という使命感を持った集りであったため学習の深まりが得られた。
学習の深まりと共にお互の人間関係を円滑にすることができた。
三年次へ向けて，学習したものをどう生かしていくかが今後の課題である。

①
②
③

自三年次のとりくぷ（昭和58年度）

（１）テ-マ
近世封建制を樹立（人権問題を考える上で特に）した徳川家康を素材に，その時代
の女性の生き方と現代に生きる女性の生き方を対比しながら，真の女性の幸せとは何
かを話し合い，自らの生き方を模索する。
（２）開設要項

①対象前回受講者及び一般応募者
②会員数122名
③開設日時・期間５８年１月～12月まで
･毎月第三月曜日１２回（１０：００～１２：００）
。特別講座２回

④開設場所北九州市小倉北区白銀公民館

８ ６．１２
･文集発行にあたり反省
･運営委員研修の具体案 話し合い

９ ７．４
･放送利用学習のもち方

1）生涯教育と放送利用
講 義
話し合い

1０ ９．４
･放送利用学習のもち方
2）放送機器の取扱い
3）教材研究

テレビの録画
と再生

V T R
話し合い
質 疑

1１ 1０．２
･放送利用学習のもち方

4）教材研究
V T R

話し合い

1２ 1１．２７
･次年度へ向けて

対象・テーマ・素材の決定
話し合い
ちらしの
作成

1３ １．８
･開講式準備
△応募者の整理
△開講式の進め方

話し合い
作 業



妬６会員寄稿

⑤会費一人月額250円
（講師謝金・通信費・記録集発行・その他）
納入方法６か月及び１年まとめて前納

⑥講師◎佐野亘。富安兆子。三浦清一郎（アイウエオ順）
⑦特別講座（講演会への参加）
△１回目２月９日北九州市小倉南市民センター
今，女性に求められること-何のために自分は学ぶのか-
前国立婦人教育会館館長・現国立婦選会館理事縫田嘩子

！△２回目１１月19日北九州市小倉北区白銀公民館
戦国ドラマの中の人間像一秀吉・家康。そして武蔵一
NHKドラマ部・部次長渋谷康生

‘（３）学習方法

①VTR視聴｡話し合い。まとめ表１参照
②問題提起・VTR視聴･話し合い表２参照
③講義・質疑

表１

]:００１龍全

0:'０１筆･農鰡鮭
裾ｋ ｄ 弱 凹 ノ
の放送の中から問題提起になる場直 山 一

”｜各ｸﾙﾆ
401全佐で‘

７，玉

表２

（】［

会員
（鴫

､．Ｒ視聴
月４回分のヰ
ー

里営委員会に於いて，視聴場面



婦人問題と放送利用お７

’ ’但
全

次
開

５
０

■
Ｊ
〔
』

（ ４ ） 運 営
く運営委員会＞
･委員長１名全体の掌握・会の責任者
･副委員長１名委員長補佐・学習会の進行
。総務３名会場・案内状・出欠席・資料情報の提供・その他
ｏ広報６名会報WHTA発行（年８回),文集作成（学習のまとめ）
・書記３名記録（学習会，運営委員会）
。会計２名会の出納，予算・決算
口委員会（運営）は原則として月１回，次回学習会準備をし,VTR視聴，どこをど
う使用するかの検討，討議の柱を考慮する。

口各委員会は必要に応じて開く。運営委員会に報告・決議する。
口広報紙発行については，原案を運営委員を通して広報委員が当番で作成する。
＜相談役＞（アイウエオ順）
・ 北 九 州 社 放 研 事 務 局 長 中 島 正 信
･ N H K 北 九 州 放 送 局 百 武 義 弘
・北九州市婦人対策室室長三隅佳子

（５）プログラム

３２．２１ ’

１１:0０
グループによる話し合い
(８班編成,１班10名～13名）
司会，記録は順番で行なう

１１：３０ 発表各グループより
１１：４５ 全体での話し合い。まとめ

回 月日 内 容 方 法 講師・助言者

１ １．１７
･開講式
･今後の学習について
･班編成と運営委員の選出

講 義
話 し 合 い

･NHK北九州放送局
･北九社放研
･教育委員会

２ ２．９
｡特別講座(NHK婦人のつ
どい）"いま女件に求められてい
ること ”

講 演
前国立婦人教育会館館長

縫 田 嘩 子
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１４１２． Ｉ 北九社放研

社会教育課８

福岡教育大助教授
三 浦

(6)アンケートにみる学級生の声
58年度閉級式当日調査より

｡学級の進め方について
く 効 果 ＞

１

１

１

４ ３．２２
･問題提起
･テレビ視聴学習
竹千代をめぐる時代背景

講義
･ V T R
｡話し合い

･運営委員

５ ４．１８
･放送利用学習を考える
1）放送利用四つの効果
2）私の徳川家康論

講 義

質 疑

福岡教育大学助教授
三 浦 清 一 郎
(現在教授）

６ ５．１６
･史実にもとづいて
徳川家康を今日的感覚でと
らえる

講 義

質 疑

高校教師
佐 野 亘

７ ６.２０
テレビ視聴学習
お濃と信長，築山殿と家康
二組の夫婦のあり方を比較
する

V T R

話 し 合 い
運営委員

８ ７．１８
･史実にもとづいて
視点・観点の異なる徳川家
康論

講 義
質 疑

高校教師
佐 野 亘

９ ８．２２
･テレビ視聴学習
戦国時代の女性観，現代の
女性観を考えてみる

V T R

話 し 合 い

公民館関係者
運営委員

1０ ９．１９
女性史の流れとその背景
封建時代に承る女性の生き
方

講 義
質 疑

北九州市社会教育委員

富 安 兆 子

1１ 1０．１７
･テレビ視聴学習
お初と三成に承る女どころ
につ い て

V T R

話 し 合 い
運営委員

1２ 1１．１９
。特別講座

戦国ドラマの中の人間像
講 義
質 疑

NHKドラマ制作部部次
長

渋 谷 康 生

1３ 1１．２１
･史実にもとづいて
徳川幕府300年の礎を築い
た要因は

講 義
質 疑

高校教師
佐 野 亘

・日本の文化，風-ﾄｰにおける
学習を考える

･講義
質疑



婦人問題と放送利用お９

①プログラムがきめこまかく組まれていた。
②テレビ視聴による話し合い学習と講義が交互に組まれていたこと。
③講師がそれぞれ違った分野で話され効果的であった。
④話し合い学習で，さまざまな考え方・観かたを教えられた。
＜ 要 望 ＞

①話し合い学習の時間がもっと欲しかった。
②同席視聴時間の短縮を-自宅視聴を原則とした学習方法であってもよいので
は -

③もっと突っ込んだ内容の話し合いが望まれた。
④欠席した月の資料を送付，または次回に配布していただきたい。（毎月前回の資
料も提示してきたがもう一歩配慮が足りなかったのかも知れない。次回の反省とし
たい）
＜自己反省＞

①事前視聴の出来なかった時は，話し合いにとけ込承にくかった。
②日本の風土文化の中で話し合い学習の難かしさを感じた。-自己表現の訓練不
足 一
。今後について
継続を望む声が多数あった。
。学習内容について
女性問題を学びたい

①歴史を通して
②現代の実態を通して
・学習素材としてどんなテレビを利用したいか。

①ドキュメント
②ノン・フィクション
③ドラマ
④ ○ ○ 講 座 な ど

⑦反省と問題点
①徳川家康のドラマの場合，現代の管理社会の在り方について示唆するものは多か
ったと思うが，特に女性問題として学習するとき，テレビのどの場面を視聴し話し
合いにつなげていくか，その設定が困難であった。

②話し合い学習を効果的なものとするために運営委員の事前の学習がもっと必要で
あった。

③欠席がちな会員の意識をどうつなぎとめるか。



２６０会員寄稿

④会員募集のとき，学習のねらいを明確にすることの必要性
⑤学習日程の変更に関しては，会員が広範囲からの参加と他の行事とのかかわりで
出席が思うようになかった。年間計画について充分な検討が必要であるし出来るだ
け変更はさけていきたい。
⑥「女太閣記」「徳川家康」と大河ドラマを素材とした学習を進めてきた。ドラ･マ
というのは現代の人びとが持つ視点・感覚で作られているために，テーマが普遍化
したものになり易い。しかし今後のテレピセミナーの学習をより深め学習者一人ひ
とりの課題として捉えていくためには，素材の設定・学習の内容について，もう少
し多角的な視点で番組利用が出来るようにしていきたい。

５課題と展望

婦人問題と一口に言っても，その分野は広範多岐に亘っている。家族・家庭の問
題，母性の保護Ｑ健康の問題，就労にかかわる問題,教育・学習の問題，福祉にかか
わる問題などがあり，また表面的には把握が困難なこともある。
教育における最大の課題は，性別役割分業意識や女性に対する偏見また固定観念か
ら脱却し，男女平等観にたった人間形成を進めることである。婦人問題は長い歴史や
社会構造と密接な関係がある。婦人自身の意識の変革と共に男性を含めた社会全体の
問題として考える必要がある。
「婦人差別撤廃条約」の前文にも「社会及び家庭における男子の伝統的役割及び婦

人の役割の変更が男女間の完全な平等の達成に必要である」と述べられている｡従来
の「男は外，女は内」の意識の見直しが必要だと言うことである。男性は結婚し，家
庭を持ち職業を持ち得るが女性は家庭と職業との両立が未が困難な状況がある。広く
婦人の社会参加を考えても言えることである。原因は何か。具体的に検討し解消の方
法を見出すのも学習に負うところが大きい｡(図3,4参照）
男女がお互いの人権を認め合い，社会のあらゆる分野に共同で参加し得るために

は，婦人自身の自立と合わせて男性の自立や子供の自立が考えられなければならない
し，社会的には，労働条件や福祉の問題とのかかわりも大きい｡学習に際しては幅広
い視点を持つことが大切であろう。
私たちの生活にとって学習の意味するものは何か。学習は何らかの意味で後の行動

の変容，あるいは，少くとも変容せんとする意図に結びついてくる。
したがって，学習の結果としての行動の変容は学習者の意識において，常に改善さ

れ向上を目指したものでなければならない。
しかし，考えておくべきことは婦人の象ならず，成人の学習の場合，学習結果の評



婦人問題と放送利用２６Z

図３社会的な活動の不参加理由(MA)価が簡単に一致し得ないこと
や，個々人の主観的価値基準
が十分に尊重されなければな
らないことである。
又，成人の学習は自発的な

学習であるため，本人が学習
の意義を認めなければ，学習
を持続することは不可能にな
ってくる。
しかし，その個人性だけで

は学習活動の発展はのぞめな
い。そのためにも，教育や学
習によって意識や行動を変容
させて行く努力が必要であろ
う。
成人の学習は，学習の動

機，理由が様'々であり，学習
の継続が困難になってくる問
題が出てくる。
それらの問題解消のため考

えられる対処方法として
①学習者が必要とする魅力
ある学習プログラムの編成

②広報活動の充実（受止め
やすい内容，くちコミやマ
スコミの利用）

③学習のふんいきづくりの
配慮（レクリエーション等
の工夫）

] 1 0 2 0 3 0 4 0 ( %

家巫．両光力悪1亡

霊
しＬ、
自分の鯉康力ずす
く◇ｍ､ない
自 分 に 適 し た 活
劾力『ない
社 会 的 な 活 励 に
閏‘じ､力rない
家 庭 - で 滴 人 や 老
人の世ﾋﾛ舌をしな
けれ,8茨ならない
夫 や 子 ど も な ど
家族力『反対する

そ の 他

｢北九州市における婦人の実態調査」昭和59年３月

図４社会的活動への今後の参加意思（北九州市）
394
）

「北九州市における婦人の実態調査」昭和59年３月の工夫）
④学習をとおして生まれる人間関係の育成（学習自体の楽しさに加えて，交流や出
合いの楽しさの増加）
⑤リーダーにおいて，こうした点を十分に考慮した指導，助言（リーダー研修）
⑥生涯学習の第一線である公民館が教育機関として，学習の機会と場の提供を積極
的に図るｏ
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⑦一連の婦人問題を学習し，考えていく中では，今後，女性の専門職を積極的に登
用，活用すべきである。
生涯学習の中で基本的には個人で学ぶことにあるだろうが，生涯学習における個人

学習と集合学習の組合せを効果的に引出し，成人学習の自発的学習を満足させ，継続
的な生涯学習へ結びつけたいものである。
このたびの「婦人問題と放送利用」一北九州テレピセミナーの取組承一もその一つ

であった。
社会教育における学習方法は多種多様である。それらの学習メディアの中で「いつ

でも，どこでも，だれでも」取組め，「たのしく，やさしく，効果的」と言われる放
送利用の素材，教材で効果をねらった。
現代は，情報化社会でありニューメディアの時代である。視聴覚的手法による学習

の方法は具体的であり臨場感を持ち，学習者を積極的な学習の場に対面させることが
出来た。
北九州テレピセミナーは，発足以来，成果と言うより試行錯誤のくり返しである

が，北九州市７区において活動している10数団体の婦人グループを一堂の場に参集出
来た成果を今後，どのような形で発展させ，意義づけて行くか，婦人問題を単なる知
識吸収だけの頭でっかちでなく，実践活動につなげる自立した婦人の学習グループと
しての発展を期待したいものである。

〔参考資料〕
三浦清一郎著「成人の発達と生涯学習」ぎようせい
神田道子著「女たちのゆくえ」勁草書房
国立婦人教育会館「婦人教育情報M２,１９８０.７」

〃 「婦人教育情報M５,１９８２.３」


